
■3年連続プラスも2019年は低成長
　2019年の実質GDP成長率は1.1％だった。産業分野別では、農畜産業が1.3％増、工業が0.5％増、サー
ビス業が1.3％増とプラス成長したが、鉱業はマイナス1.1%となった。1月に、ミナス・ジェライス州
ブルマジーニョで鉄鉱石大手ヴァーレの鉱滓（こうさい）ダムが決壊したことが影響した。建設は1.6％
増となり過去5年連続のマイナス成長から脱した。サービス業では、情報サービスが4.1%増と突出し
ており、次いで、不動産（賃貸業含む）が2.3％増、商業が1.8％増となった。
　需要要素別では、GDPの約6割を占める民間消費支出は1.>とな克<旣
に∵4.5％となった。栗2019年12月時点で前年比11.9とな（2兆179億
レアひ）となった。7月から勤続年数麻 基 （FGTS）の引き出しが解禁されたことも消費者の購
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であるアルゼンチンの景気低迷が影響している。
　国別にみると、最大の対内直接投資相手である米国は、幅広い分野へ投資している。とりわけ、
ITやスタートアップ分野への投資が積極的であり、アマゾンや、名だたる投資会社がブラジルのEコ
マースやテクノロジー分野に関するビジネス機会に注目している。





■日本からブラジルへの投資は3年連続で増加
　日本からの対内直接投資額（国際収支ベース、フロー）は19億5,800万ドルで前年比1.74倍と大きく
増加した。経済省が発表した「外国投資報告書－選択国（2019年3Q）」によれば、日本からの投資は
工業分野の投資が最も多い。トヨタ自動車による10億レアルの投資発表はその一例だ。また、農薬市
場への投資案件も目薬
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